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研究成果の概要（和文）：認知処理療法（Cognitive Processing Therapy ; CPT）は、成人の心的外傷後ストレ
ス障害（PTSD）治療に対してエビデンスの示された認知行動療法である。しかし、青少年に特化したエビデンス
に基づくPTSD治療は申請者らの知る限り存在しなかった。そこで本研究では、PTSDやトラウマ関連症状を有する
青少年のケアや治療の向上を目的として、情動コントロールや安全のための対処スキルを含んだ青少年用CPTの
マニュアルを開発した。本人用と養育者用のワークブックを作成し、イラストや漫画を多用することで青少年や
養育者が理解しやすいよう体裁の工夫を施した。

研究成果の概要（英文）：Cognitive processing therapy (CPT) is a method of cognitive-behavioral 
therapy with evidence for the treatment of post-traumatic stress disorder (PTSD) in adults. However,
 to knowledge of the applicants, evidence-based PTSD treatments specific to adolescents did not 
exist. Therefore, in the present study, with the aim of improving the care and treatment of 
adolescents with PTSD and trauma-related symptoms, we developed a manual for CPT for Adolescents and
 Young Adults with Post-traumatic stress symptoms (CAYAP), which includes coping skills for 
emotional control and safety. Workbooks for the subjects and their caregivers were created with many
 illustrations and comics used in order to facilitate the understanding of adolescents and their 
caregivers.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、心的外傷後ストレス障害（PTSD）やトラウマ関連症状を有する青少年のケアや治療の向上を目標とし
て、国際的な診療ガイドラインで第一治療選択として推奨されている認知処理療法（CPT）の青少年版を開発し
た。その過程でCPTの開発者であるデューク大学教授Patricia Resick博士や日本のトラウマ専門家等による会議
を重ね、治療プログラムを細部まで整備し、本人用と養育者用のワークブックを作成した。このワークブック
は、PTSDの治療だけでなく、情動コントロールや安全のための対処スキル等を含んでおり、PTSDやトラウマ関連
症状を有する青少年のケアに広く活用されることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

研究開始当初、本邦では自然災害や性犯罪、ドメスティック・バイオレンス、虐待、いじめ、
体罰等、青少年が生命の危機や心身に重傷を負うようなトラウマティックな出来事に遭遇する
機会は稀ではないにもかかわらず、被災・被害後、心的外傷後ストレス障害（Post Traumatic 

Stress Disorder; 以下、PTSD）や心的外傷後ストレス症状（Post Traumatic Stress Syndrome; 

以下、PTSS）を有した青少年への専門的なケアが不足しており、深刻な問題となっていた。例
えば、いじめや体罰が背景にあると考えられる自殺事案が次々と発生し、文部科学省は、全国の
小学校、中学校、高等学校へ定期的ないじめアンケート調査を依頼し、また、体罰禁止の徹底を
図る趣旨を打ち出すなど、対人関係に起因するトラウマ体験を契機に不登校や引きこもり等、社
会不適応となる事態が問題視されていた 1)。 

 法務省の犯罪統計における強姦・強制わいせつ被害者の年齢層別構成比を概観すると、最も被
害率の高い年齢は、17 年間連続して 13～19 歳の青少年だった 2)。2014 年度中の性犯罪認知件
数は、13～19 歳では、強姦 429 件(34.3%)、強制わいせつ 2,625 件(35.5%)と共に全体の 3.5 割
が青少年を対象とした被害だった 2)。さらに、性犯罪被害者、特に強姦の被害においては、PTSD

の有病率が高いことが報告されており 3)、PTSD に罹患した青少年への専門的な治療の開発が社
会的に求められていた。 

 国際的な診療ガイドラインにおける PTSD 治療の第一選択は、トラウマに焦点を当てた認知
行動療法（Cognitive Behavior Therapy; 以下、CBT）であるが 4)、なかでも認知処理療法
（Cognitive Processing Therapy; 以下、CPT）の効果サイズは Hedges’g = 1.69 と非常に高く、
PTSD の治療選択薬として推奨される選択的セロトニン再取込阻害薬（SSRI）の効果サイズ （g 

= 0.48）を遥かに凌駕していた 5)。しかし、被害率の高い青少年の PTSD に特化した治療に関す
る日本での研究は、申請者らの知る限り存在しなかった。 

 申請者らの研究グループは、CPT の前後比較試験を行い、有効性について期待できる成果が
得られたため 6)、ランダム化比較試験に着手していた（臨床試験登録：UMIN000021670）。そ
の中で、青年期の被験者が治療中に別の性犯罪被害に遭う事態が発生したり、また、青少年期に
外傷的な出来事を体験し、被害当時、PTSD に特化した治療を受けることができず、結果、症状
が重篤化し、さらに自分を非難する考えや極端な思い込み等の認知の変容が著しい事例を複数
経験した。こうした背景を踏まえ、青少年期のうちに適切な治療を行うことが急務であると考え、
本研究の着想に至った。青少年期は PTSD に準じるような対人関係での傷つき体験が多いこと
を鑑み、対象範囲を拡大し、DSM-5 の A 基準閾値下を含めた PTSS を有する青少年も対象にし
た CPT（Cpt for Adolescent and Young Adult with Ptss: 以下、CAYAP）の開発に着手した。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、PTSD やトラウマ関連症状を有する青少年のケアや治療の向上を目的として 2 つ
の研究を行った。 

（１） 情動コントロールや安全のための対処スキル等を含んだ青少年用 CPT（CAYAP）のマ
ニュアル開発 

（２） 単群の前後比較試験による青少年用 CPT（CAYAP）の実施可能性、安全性、有効性の
検討 

 

３．研究の方法 

（１）青少年用 CPT（CAYAP）マニュアルの開発 

概要： PTSD または PTSS を有する青少年向けに、既存の CPT の原版を青少年に即した分か
りやすい言葉に修正し、情動コントロールや安全のための対処スキル等を加えた全 15 回のマニ
ュアルを開発する。 

手続き：CAYAP では青少年に対する CPT の治療効果を増強するために、以下の 8 つのアプロ
ーチを加える。1)自傷・他害・再被害への対応、2)解離症状への対応、3)安全になるための対処
スキル学習、4)感情コントロール学習、5)安全な人間関係の学習、6)援助希求行動トレーニング、
7)再発予防、そして、8)養育者セッションを並行して実施し、ソーシャルサポートによるドロッ
プアウトの軽減を目指す。本人用と養育者用のワークブックを作成し、イラストや漫画を多用す
ることで青少年や養育者が理解しやすいよう体裁の工夫を施す。 

 
（２）青少年用 CPT（CAYAP）の単群の前後比較臨床試験 

概要：PTSD または PTSS を有する青少年 15 例を対象に CAYAP を実施し、実施可能性、安全
性、有効性を検討する。     

実施場所：国立精神・神経医療研究センター病院、愛知県精神医療センター 

デザイン：オープンラベル、対照群なしの単群、介入期間 18 週、前後比較試験 

参加者：13 歳以上 25 歳以下で、DSM-5 による PTSD の診断を満たす、もしくは、A 基準が閾
値下でも B 基準から H 基準を満たしている者（15 例）を対象とする。重度の物質使用障害、躁
病エピソード、精神病性障害、著しい希死念慮が認められる者は除外する。  



 

 

治療：CAYAP マニュアルに基づく治療を 18 週間の実施期間に週に 1 回、約 70 分の面接を 15

回実施する。セッション 1 でトラウマ反応に関する CAYAP の治療原理の説明や心理教育を行
い、解離症状への対処法としてグラウンディングを練習し、治療への動機付けを高める。セッシ
ョン 2 では、安全について理解し、安全になるための対処スキルを学ぶ。セッション 3 では、感
情をコントロールし、安全な人間関係を理解し、助けの求め方を学習する。セッション 4～14 で
は、トラウマティックな出来事とその後の経過において、対象者が抱くようになった特定の認知
（スタックポイント）が、PTSD 症状を作り、維持させているという概念化のもとに、スタック
ポイントの同定と修正を目指す。そして、最終セッションでは柔軟で安全な対人関係構築の練習
を行い、再発予防について学ぶ。 

評価：主要評価項目は、19 週時点での PTSD 臨床診断面接尺度(Clinician-Administered PTSD 

Scale for DSM-5; CAPS-5)で測定される心的外傷後ストレス症状とする。副次評価項目は、自覚
的心的外傷後ストレス症状を測定する PCL-5 にて査定する。その他の評価項目として、精神疾
患簡易構造化面接法（M.I.N.I.）、うつ症状の重症度（PHQ-9)、不安症状の重症度（GAD-7）、生
活の質の程度（EQ-5D-5L）、機能障害の程度（SDS）、解離症状（CAPS-5、PCL-5 に追加した
項目）、自殺念慮（SIDAS）、心的外傷後不適応的信念（PMBS）、トラウマ関連の自責感（TRGI）、
感情制御尺度（DERS）、衝動性尺度（BIS-11）、青年期版愛着尺度（ECR-R-GSF）を用いて査
定する。 

 
４．研究成果 
世界的な治療ガイドラインでは、成人の PTSD に対する第一治療選択として、トラウマに焦

点を当てた CBT が、児童の PTSD にはトラウマフォーカスト CBT が推奨されている 4), 7)。し
かし、子どもから成人へと移行する発達時期に最適化した、青少年に特化したエビデンスに基づ
くトラウマ治療は申請者らの知る限り存在しない。青少年期は PTSD に準じるような対人関係
での傷つき体験が多いことを鑑み、対象範囲を拡大し、米国精神医学会 DSM-5 の A 基準閾値下
を含めたPTSSを有する青少年も対象にした青少年用CPT（CAYAP）の開発を考えるに至った。
青少年期は情動コントロールが困難で、安全感・安心感、援助希求行動に乏しく、自傷や逸脱行
為のリスクが他の年齢層に比べ高いことから、CAYAP においては、既存の CPT に安全になる
ための対処スキルの学習、感情コントロール学習、安全な人間関係の理解、援助希求行動トレー
ニング、再発予防などを加え、さらに対象者が安心できる環境を構築するために養育者面接を並
行して実施するプログラム構成にした。CPT の開発者であるデューク大学の Patricia Resick 教
授や日本のトラウマ専門家等による会議を重ね、治療プログラムを細部まで整備し、イラストや
漫画を多用することで患者、養育者、治療者にとって理解しやすいワークブックを作成した。 

臨床試験の実施にあたっては、倫理審査委員会の承認を得て、UMIN CTR に登録を行った
（UMIN000039341）。また、前後比較臨床試験に入る前に 3 例実施し、治療マニュアル、ワー
クブックの使用感や実施可能性、安全性、有効性について検討した。治療を終了した 3 例におい
ては PTSD 症状、うつ症状の顕著な改善が認められ、重篤な有害事象は見られなかった。前後
比較臨床試験の準備が整い、リクルートのための広報活動を行ったが、新型コロナウイルス感染
症の発生に伴い、対面によるセラピーが困難な状況となり、研究期間内に臨床試験を完遂できな
かった。今後 CAYAP の有効性を検討するために、前後比較臨床試験を目標症例登録数まで継続
する。 

研究報告としては、青年期の性犯罪被害女性への CPT 実施事例について、2018 年に日本認知
療法・認知行動療法学会で発表し、2021 年に『認知療法研究』にて論文を公表した。その他、
青少年への CPT 実施事例を複数の学会で発表した。また、本人用と養育者用 CAYAP の治療内
容については、2019 年に European Society for Traumatic Stress Studies Conference にて、
臨床試験プロトコルについては、2020 年に International Association for Child and Adolescent 

Psychiatry and Allied Professions で発表した。 
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